
,,

t
CttBKUG③

夜
空
を
焦
が
す
大
た
い
ま
つ

一
月
五
日
は
熊
野
神
社
追
偉
祭

―
―

一
用
五
日
午
後
十
時
＼
熊
野
神

社
境
内
に
並
べ
ら
れ
症
大
た
い
ま
つ
に

開
っ
せ
い
に
点
火
―
―

熊
野
神
社
の
追
撻
祭
は
＼
ダ
ん
五
時

ご
ろ
に
＼
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「小
だ

い
敲
つ
」
で
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
夜
十
時
＼
酒
で
勢
佛
を
つ
け

症
さ
ら
し
腹
巻
き
墾
の
若
者
た
ち
バ
＼

長
さ
十
五
瞬
の
三
本
の
大
症
悌
試
つ
に

火
を
つ
け
試
ヴ
。

若
者
た
ち
は
＼
太
鼓
と
ド
ラ
の
音
の

中
で
症
い
ま
つ
を
引
さ
な
が
ら
社
殿
を

三
周
し
て

一
年
の
無
病
患
策
を
祈
り
＼

平
安
時
代
か
ら
続
く
勇
壮
な
火
祭
り
は

深
夜
ま
で
続
さ
ま
す
。

（写
真
は
昨
年
の
追
撻
祭
か
ら
）

一 ―お もな内容 ― ――
。あけましておめでとうございます

(P.2-P,3)

。平成 3年度決算報告 (P。 4～ P.8)

。平成 4年 12月 議会から(P,8)

NO.466
平成 5年
(1993年 )

毎週土曜日、市役所は休みです

月号



広 報 ち く ご

ダ
あ
精
沖
」
で
市
敗
を
推
盗

筑
後
市
長
馬

場
　
淳

次

平
成

五
年

の
新
年

を

型
え
、

謹

ん

で

新
年

の
ご
あ

い
さ

つ
を
申

し

上
げ

ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
市

政

に
対
す

る

み
な

さ
ま

の
ご
協

力

に
深
く
感

謝
申

し
上
げ

ま
す
。

昨
年

は
、

天
皇

・
皇

后

面
陛

下

の
ご

訪
間
、
県

せ
筑
後
広
以
公
園

が
矢
部

川

河

畔

の
船

小
屋
地
区
周

辺

に
建

設
決
定
、

ま
た
、

の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

に
わ
え
、

環
境
問

題

在
ど

ヽ
の
本

行
政

の
的
確
な
対

応
が
求

め
ら
れ

て

い
る

と

こ
ろ
で
す
。

さ
ら

上
（

商

工
業

の
振
輿
（

ほ
場
整

備

め
碇
逹
、

市
場

価
値

の
高

い
農
業

今

捩

奥
、
幹
線

道

路
網

の
整
備
、

生
活

環

境
基
盤

の
整

備
、

づ

ミ
対
策
、

主
涯
学

習

セ

ン
タ
ー

の
建

設

と
主
涯
学
習

の
充

実
、

社
会

福
祉

の
向
上
な
ど
、
童
婆

な

課
題

が

出
積
し

て

い
ま
す
。

私
も
、

任
期
最

後

の
年

に
な
り
ま
し

た

が
、

出
積
し

て

い
る
課
題
解
決

に
白

け
、

み
な
さ
ま

の
期
待

に

こ
た

え
る
よ

う
、
最

大
限

の
努

力
を
必
，
覚
悟

で
す
。

景

気

の
低
迷

に
よ
り
、

地
方
自
治
体

を

取
り
巻
ぐ
情
勢

は
例
年

に
な

い
巖
し

さ
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
な

か
で
、

輪
4
1
t

♭
３
月

羽
犬
塚
小
学
校
の
校
庭
で

■
２
月

レ
９
月

中
の
島
公
囲
で
ち

っ
■
票
り

く
４
月

水
田
小
学
校
入
学
式

毎

毬
九

(12)

砂なかで、広報で紹介できなかった写真で現



平成 5年 1月 1日広 報 ち く ご

Э

お
み
で
と
力，

ご
ざ
い
ま
す

手
武
五
年
　
工
月

悛
重
な
ま
う
づ
く
り
の
た
わ
に

筑
後
市
議
会
議
長

篠
床

店
瓜

一信
一
羊
ハ

あ

け

ま

し

て

お

め

で

と
う

ご

ざ

い
ま

す

。

希

》

に
満

ち

た

新

春

を

型

え
、

謹

ん

で

み

な

さ

ま

の
ご
健

勝

を

せ
か

ら

お

喜

び

申

し

上

げ

ま
す

。

昨

年

は
、

市

民

の
文

化

の
奥

点

と
し

て
、

待

》

さ

れ

て

い
た

主

涯
学

習

セ

ン

タ

ー

の
基

本

計

画

が

決

ま

り

、

矢

部

川

船

小

屋

周

辺

に
、

市

民

に
緑

と
安

ら

ざ

を
与

え

る
県

せ

筑

後

広

或

公
園

の
建

設

も

決

ま

り

ま

し

た
。

ま

た
、

市

勢

浮

揚

策

と

し

て

の
企

業

誘

致

も

、

九

州

松

下
電

春

ｍ

な

ど

が
操

業

開

発

し

ま

し

た

。

こ

の
よ

う

に
、

出
績

す

る

諸

課

題

を

着

実

に

ク

リ

ア
し

て
、

明

る

い
新

年

を

型

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

こ

と

は
、

ま

手

と

に
喜

ば

し

い
こ

と

で
す

。

本

年

も

、

市

民

の

み

な

さ

ま

が

鷲
身

と
も

に
健

や

か

で

快

適

な

生
活

が

で
き

る

よ

ち

づ

く

り

の
た

め

に
、

都

市

計

画

を

は

じ

め

生

活

環

境

の
整

備

、

高

船

若

福

社
、

晨

業

基

盤

整

備

、

文

化

・
ス
ポ

ー

ツ

の
振

興

な

ど

、

市

民

生

活

の
す

み

ず

み

に

わ

た

っ
て
、

議

会

人

と
し

て
市

民

サ

ー

ビ

ス

の
徹

底

を

図

っ
て

い
き

た

い
と
存

じ

ま

す

。

こ

こ

に
、

輝

か

し

い
新

年

を

型

え

る

に
あ

た

り

、

私

ど

も

市

議

会

は

更

に
貴

任

の
童

人

さ

を

痛

感

し

、

景

善

を

尽

く

す

覚

悟

で
す

。

な

に

と

ぞ
、

市

民

の

み

な

さ

ま

の

い

っ
そ

う

の

ご

支

援

と

ご

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て
、

年

頭

の
ご

あ

い
さ

つ
と

い
た

し

ま

す

。

卜
８
月

久
富
盆
綱
引
き

＜
５
月

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

岳
，

Ｉ

＞
８
月

中
国
訪
問
研
修

”
３
月

西
牟
田
三
柱
神
社
稚
児
浮
立
（ふ
り
？
っ

▲昨年1年間のいろいろな行事

((3)



平成 3年度 決算

平成 5年 1月 1日

災害復1日事業費

失業対策事業費

2億51(1・ 9%)

広 報 ち く ご

1

平
成
二
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

決
算
と
は
、　
一
年
間
の
市
の
収
入
と

支
出
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

一般会計で|

平成 3年度の筑後市の一般会計は、当初予算115億 5,700万 円でスタートしました。

その後、14回の補正などによって、最終的な予算額は139億 1,915万 1千円となりました。

これに対する決算額は、歳入132億9,790万 8千円に対 し、歳出130億 6,533万 4千円で、差引額は 2億

3,257万 4千円となりました。

このうち、平成 4年度に繰り越すべき財源が5,896万 4千円あるため、実質収支では1億7,361万 円の

黒字になりました。

平成 2年度の決算額に比べると、歳入で15億 6,795万 円(13.4%)、 歳出で16億 4,133万 円(14.4%)増

加し、黒字額は6,545万 円(27.4%)減少しています。

(単位 :百万円)

繰連金
分担金及び

負 担 金

歳
出
額

一
三
〇
億
六
，
五
三
二
万
円

を
、
使
わ
れ
た
目
的
別
に
分
類
し
た
の

が
左
の
グ
ラ
フ
で
す
。

参
考
ま
で
に
、
歳
出
総
額
を
平
成
四

年
二
月
末
の
人
口
四
四
，
ご

一九
人
で
割

る
と
、
市
民

一
人
あ
た
り
に
二
九
六
ぅ〇

七

一
円
が
使
わ
れ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

普通建設事業費

23億92

18.39る

経

人 件 資

39億69

25.8%

(性 質 】u)

1301意65

歳  出

費扶 助
13億89

10.6%

'9.7%

その他

25億69

公 慎
芸

io儀る
'
8.1%

物 件 資

10億 15

7.8%

補 助 女

10億 22

7.8%

県支

5億74

.3%市 債

10億41

7.8%

回庫支出金

10億89

8.2%

1

132中獣98

歳 入

市

33.1%

税

44億04

収

12億91

9,7%

入諸

22.3%

地方交付税

29億 65

2,%

農林水産業費

農業などの振興に

1,004,514千円

(7.7%)

22,763円

公 債 費

借入金の返済に

1,0571886千円

(8.1%)

23,973円

衛 生 費

保健活動や清掃に

1,106,671千円

(8.5%)

25,078円

教 育 費

学校教育や社会教育に

1,614,122千円

(12.3%)

36,577円

土 木 費

道路や河川の工事に

1,775,575千円

(13.6%)

40,236円

総 務 費

市の全般的な管理に

2,403,009千 円

(18.4%)

54,454円

民 生 費

福祉の充実に

2,778,394千 円

(21.3%)

1人あたり62,961円

(4)



平成 3年度 決算

市
の
財
政
状
況
　
良
好
な
状
態
を
確
保

広 報 ち く ご

財政状況を判断する際には、つ

ぎのような才旨標があります。

圏自主財源比率……53。 1傷

自主財源とは、税などのように

市が自分の力で収入する財源のこ

とで、その比率が高いほど望まし

いといわれます。前年度に比べて

5。 1ポ イント高くなっています。

団財政力指数……0.582

基準財政収入額 (標準的な状態

で見込まれる税J又入を、一定の方

法で算定した額)を、基準財政需

要額 (標準的な市政を行うための

経費)で割った数値の過去 3年間

の平均です。 1に近いほど財政力

が強いといわれます。

前年度に比べ0.001び (高 くなって

います。

団経常収支比率……74。 9蘇

義務的経費 (人件費、扶助費、

公債費など、支出が義務付けられ、

任意に減らすことのできない経費)

に、経常的収入 (市税、地方交付

税、地方譲与税など)がどの程度

充てられているかをみるものです。

70蘇から80蘇の間が適当とされ、

前年度に比べ2.げ(低 くなっていま

す。

団公債費比率……14.3蘇

住宅、道路、学校施設などを整

備するために市が借 り入れたお金

の返済金が、一般財源のうちどれ

くらいを占めているかをいいます。

10蘇 を超えないことが望ましい

とされており、前年度に比べて0.

4ず (低 くなっています。

これらの状況から判断すると、

平成 3年度の市の一般会計は、良

好な状態を保っているといえます。

今後は、景気の落ち込みによる

税などの収入減が予想され、この

なかで行政に対する需要はますま

す大きくなっていきます。

市では、①収支の均衡を保つこ

と②財政の弾力性 (状況の変化に

対応できる力)を保つこと③適正

な行政水準を保つことを基本に、

今後のまちづ くりを進めます。

平成 5年 1月 1日

▼市税の内訳 (単位 :百万円)

市の財産と借入金

・・……56万7,235日『 フケr,

・―・…11万  928平方術

・…… 1,933万6千円

……40億8,165万 6千円

市債の現在高 127億763万 円

▼6年間の決算のうどき(単位 :百万円)

億円

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

軽自動車税

(2.2%)

〕

待

■

〕

)

3億円

2

S61   62    63   H1    2    3

市 税
44億04

1固 人 市民 税

'4億
73

33.4%

13 .6%

人市民税

5毎97

固定資産税

20億67

46 90/。

歳 入

月里: 額

117億 30′

21ま 61

1倶ま76 1宿箋74
1寄ま641侶誤54

961ま 98
941ま 39

囲

1081獣94

961ま 04
106中徴99

130f意65

999ま70′

1151懸67 1141霞 24

1171憲97

132巾徴98
′

労 働 費

予 備 費

87,645千円

(0.7%)

1,986円

議 会 費

市議会の運営に

178,610千円

(1.4%)

4,047円

災害復旧費

風水害などの復旧に

226,424千円

(1.7%)

5,131円

消 防 費

消防活動に

397,394千円

(3.0%)

9,005円

商 工 費

商工業の振興に

435,090千円

(3.3%)

9,860円

(5)
▲目的別に見た歳出額

J



平成 3年度 決算

囲国民健康保険特別会計(単位 :百万円)
保健4改費
16(閉%) 財造収入

0(は1%)

特別会計は、特定の事業を、一

般会計と区別して独自に運営する

ものです。

市の特別会計には、国民健康保

険、老人保健、と畜場、市営住宅

敷金管理、住宅新築資金等貸付、

用地の6つがあります。

国民健康保険特別会計は、 1億
3,138万 円の黒字になりました。

しかし、一般会計からの繰入れ

が7,868万 円あり、国民健康保険の

台所は、まだまだ苦しい状態です。

老人保健特別会計は、 1千円の

黒字になりました。

しかし、一般会計からの繰入れ

が1億 6,203万 円あり、老人保健の

台所も、苦しい状態が続いていま

す。

国民健康保険や老人保険の財政

を健全に保つためには、ひとりひ

とりが健康に注意 し、医療費の有

効な使い方を考える必要がありま

す。

B夜出全

"lは

璃)

共
吊諸議ぉぷ声織共同事婁提出金

“

(05%)

諮支払金

1310.1%〕

黒寅出全
3(は 1%)

使用料及び

手数精
30万円 (0.0%)

囲老人保健特別会計(単位 :百万円)
総務費
4(0.2%)

その他の特別会計(単位 :千円

繰建金
21(0.,%)

諸収入
4(8.1%)

◇と畜場

歳入…

歳出…

・̈̈  5,405

-・ ・̈5,059

◇用地

歳入…

歳出…

・466,798

・466,798

◇市営住宅敷金管理

歳入……… 16,535

歳出……!Ⅲ….2,025

◇住宅新築資金等貸付

歳入……… 42,683

歳出………・48,269

鶴

2億円
9.9%

26億22

歳 入

国民健康保険税

11億00

42.0%

国庫支出金

10億99.7

41.9%

99

6館00

24.1%

24億91

歳 出

保 険 給 付 資

!'億SI

7o。3%

歳 出
29億58

29億41

99.4°/o

医療 諸 費

帳曇 9
29億58

歳

国庫支出金
.S億
82

19.79る

69。 1%

20億45

支払基金交付金

療 費 交 付 金

平 成 5年 1月 1日  鐵 鰯 鵜 Ⅷ Ⅷ 鰯 Ⅷ 鯵 Ⅷ Ⅷ Ⅷ 羽 Ⅷ 鰻 Ⅷ Ⅷ 甥 綾 鰯 Ⅷ 靭 Ⅷ Ⅷ  広 報 ち く ご

支 出

19億 95

材 料 安

5億80

29,1%
58:3%

給  与  資

11億64

10.2%

その他

2億03

収 入

19億95
外 来 収 益

7億56

37.9%

入 院 収 益

50.00/。

9億98

24(1

日市立病院事業会計(単位 :百万円)

医療外費用

筑後市には、市立病院と水道事

業の二つの企業会計があり、一般

会計と区別 して運営 しています。

ここでは、二つの企業会計の収

益収支を見てみます。

純機失
38(1,9%)

3,759万円の赤字
平成 3年度の市立病院事業は、

3,759万 1千円の赤字決算となりま

した。

入院患者は年間53,488人 (昨年

(6)



平成 3年度 決算

62   63   H1   2    3

(単位 :人 )

(単位 :万 ∬)

Hl

S61   62   63   H1   2    3

より2,230人減)、 外来患者が98,8

24人 (昨年より1,337人減)と、 い

ずれも昨年を下回りました。

また、 3年度は診療報酬の改定

がなく、一方で人件費や材料費が

増加し、これらが赤字経営の大き

な原因となりました。

医療機器購入の面では、放射線

関連機器の充実を図りました。

市立病院の経営は、今後もます

ます苦しくなると予想されます。

しかし、高齢化社会に対応でき

る病院、住民に信頼される病院に

なるよう、救急告示化などの経営

努力をしていきます。

水需要の確保などが
大 き な 課 題

水道事業は、 日常生活に必要な
水の安定供給と健全経営に向けて

運営にあたってきました。その結

果、1億234万円の黒字決算ができ

ました。

今後も、将来の水需要の確保と

未給水区域の解消などの大きな課

題に取り組んでいきます。

1
18億 24

人 外来忠者数

87

56,51

S61

17億951

103,290
106.255

100,161

55,358 54,230 55,718

入院忠者数

17億 10

鰤
″
／
転
″″

98,鬱4 16億20

53,488

11

▲6年間の入院・外来患者数のうどき  ▲6年間の医業収益のうどき

日水道事業会計(単位 :百万円)

受託工事収益
3(0.6%)

曼託工事収益
3(0.6%)

万 げ

戸

174
6.862

169
S,700

6.547 6513
6.621

l

(単位 :百万円)

(単位 :戸 )

その他

等

ウ|222

朋

7

1

S61   62   63   H1   2    3

水道工事は指定店で
市水道の新設、増設、修理など

は、指定店へ依頼してください。

問い合せは水道局 (奮0411
1内線 191)へ 。

0

▲6年間の有収水量のうどき    ▲6年間の給水戸数のうどき

純 利 益

'億

02

20.50/O

原水及び浄水費

1億 19

23,99る

支  出

4億99
６０

　

１２

び綸水資支 払 利 息

94

18.8。/。

係

48

9.5%
71

'4。

3フる

8

その他

43

45

9.0%

収 入

4億99

給 水 収 益

81.7%

4質08

広 報 ち く ご 鮎 籐 罐 鱒 嬢 嬢 Ⅷ 甥 鶴 罐 罐 Ⅷ 罐 嬢 鑢 罐 罐 平 成 5年 1月 1日

平成3年度のおもな普通建設事業など(一般会計)を 8ベージに掲載しています。

(う

O

令

a

0

こ

(7)

け
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◇合併処理浄化槽設置補助金………………・2,245

◇道路新設改良事業………………………2億8,534

◇歩道設置事業……………………………1億3,051

◇熊野水田線街路事業……………………1億2,318

◇ォ原堤水辺公園整備事業………………1億2,154

◇公営住宅建設事業 (久富団地)・・……・・3億4,458

◇野菜集団産地等生産流通施設
整備事業補助金 (ナスのハウス)。………・・2,288

◇土地改良事業 (農道・水路工事等)・・……Ⅲ2,040

◇農業集落整備事業 (西牟田排水路)。…1億0,842

◇商工会館建設助成金……・……………Ⅲ…・・5,000

◇ヘルシーパル用地取得・造成……………Ⅲ3,808

羽
犬
塚
中
特
別
教
室
棟
や

久
富
市
営
住
宅
団
地
な
ど
が
完
成

平
成
３
年
度
の
お
も
な
事
業

（普
通
建
設
事
業
な
ど
）

＞
羽
中
特
別
教
室
　
　
　
＞
久
宮
市
営
住
宅
団
地

”
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
リ
フ
ト
カ
ー

贈
呈
式

◇デイサービス用リフトカー購入―・

◇水田小学校プール改築事業………・

◇羽犬塚中学校特別教室棟改築事業・

◇羽犬塚中学校大規模改造事業……Ⅲ

◇欠塚古墳用地購入………………■・

◇台風災害見舞金 。弔慰金等………・

経

済

の

振

興

社
会
福
祉
の
向
上

教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

十

二
月
定

例
市
議
会

は
、

四
日
か
ら

十

八
日
ま

で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会

で
は
、

ご
み
対
策
審

議
会

を
市

の
附
属
機
関
と
し

て
設
置
す

る
条

例
改

正
な
ど
十

六
議
案

そ

の
他
が
審
議

さ
れ
、
全
議
案

が

可
決

さ
れ
ま
し
た
。

お
も
な
内
容

は

つ
ぎ

の
と
お
り

で
す
。

日
附
属
機
関

の
設
置

に
関
す

る
条
例

の

一
部

を
改

正
す

る
条
例
制
定

　
ご
み
を

正
し
く
処

理
す

る

こ
と

に
加
え
、
環
境

問
題
を
考

え
な

が
ら
、

ご
み

の
資
源
化

や
減
量
化

に
取
り
組

む
必
要

が
あ

る
。

そ

こ
で
、「
筑
後
市

ご
み
対
策
審
議
会
」

を
設
置
し
、
市
民

の
代
表
な
ど
十
五
人

に
ご
み
問
題
を
審
議

し

て

い
た
だ
き
、

提
言
を
受

け
、

ご
み
対
策

に
生

か
し

て

い
こ
う
と

い
う
も

の
。

八
女

・
筑
後

地
区

の

活
性
化
の
た
め
に
出
資
金

囲
平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

一
億
九
，
三
二
九
万
四
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を

一
二
九
億
七
，
七

一
三
万

三
千
円
と
し
た
。

お
も
な
内
容
は
、
八
女
筑
後
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
へ
の
出
資
金
に
二
，

八
一
二
万
五
千
円
。
同
組
合
で
は
、
自

治
省
か
ら

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
」
の

指
定
を
う
け
、
構
成
八
市
町
村
と
県
の

共
同
出
資
に
よ
り
、
平
成
四
・
五
年
度

の
ニ
カ
年
で
、
総
額
五
億
円
の

「ふ
る

さ
と
振
興
基
金
」
を
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
金
の

利
息
で
、
圏
域
内
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
ソ
フ
ト
事
業
が
実
施
さ
れ
る
。

塵
芥
処
理
に
要
す
る
経
費
に
九

一
万

円
。
こ
れ
は
、
市
内
各
団
体
の
廃
品
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
、
廃
品
回
収
団
体
に
対
す
る
廃
品
リ

サ
イ
ク
ル
奨
励
金
が
当
初
の
予
算
を
オ

ー
バ
ー
す
る
た
め
補
正
す
る
も
の
。

市
職
員
の
給
与
条
例
改
定

（平
成
四

年
四
月

一
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
平
均
二

・
六
二
訂
改
定
な
ど
）
と
、
年
度
末
に

退
職
す
る
市
職
員
の
退
職
手
当
な
ど
の

人
件
費
に
一
億

一
，
六
〇
七
万
九
千
円
。

囲
平
成
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
　
一
億

一
，
四
〇
〇
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
三
八
億
二
八
四
万

三
千
円
と
し
た
。
こ
れ
は
、療
養
給
付
費

と
高
額
療
養
費
が
大
き
く
伸
び
、
不
足

が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額
す
る
も
の
。

日
平
成
四
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
　
薬
品
購
入
価
格
の
引
き
上
げ
等
に

よ
り
不
足
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、　
一

億
四
千
万
円
を
増
額
し
た
。

監
査
委
員

に
庄
山
氏

公
平
委
員
会
委
員
に
田
島
氏
　
９

囲
監
査
委
員

の
選
任
　
十

二
月
二
十

一

日
で
任
期
満

了
と
な

っ
た
江
頭
泉

八
氏

の
後
任

に
、
庄

山
五
巳
氏

（し

ょ
う
や

ま

い

つ
み
＝
六
三
歳
、
志

）
を
選
任
す

る

こ
と

に
同
意

し
た
。

団
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任

　

一
月

二

十

一
日
で
任
期
満

了
と
な

る
井
上
英
俊

氏

の
後
任

に
、

田
島
敬
士
氏

（た
じ
ま

け

い
し
＝
五
九
歳
、
和
泉

西
）
を
選
任

す

る

こ
と

に
同
意

し
た
。

※
会
議
録

の
関
覧
が

で
き
ま
す

サ

ン
コ
ア
図
書
室

で
、
昨
年

の
六
月

市
議
会

以
降

の
市
議
会
会
議

録

が
閲
覧

で
き
ま
す
。
利

用
し

て
く

だ
さ

い
。

一
月
十
五
日
は
成
人
式

案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
人
は
連
絡
を

一
月
十
五
日
は

″成
人
の
日
″
で
す
。

今
年
成
人
式
を
迎
え
る
の
は
昭
和
四

十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年

四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
市

内
の
該
当
者
は
六
百
三
十
二
人
ｋ
男
三

百
二
十
二
人
、
女
三
百
七
人
）
で
す
。

該
当
す
る
人
に
は
案
内
状
を
送
っ
て

い
ま
す
。
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
人

は
社
会
教
育
課

（ａ
①
４
１
１
１
内
線

４
３
１
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
き
い
。

〔と
き
〕

一
月
十
五
日
爛
午
前
十
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
三
階
ホ
ー
ル

〔内
容
〕
式
典
、
中
国
古
典
楽
器
演
奏
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今

こ
と
ば
の
履
歴
書

「
し
わ
飾
り
」

工
月

の

「
し

め
飾
り
」

は
、
長

い
歴

史

を
持

つ
こ
と
ば

で
す
。

「
注
違
；

セ

ユ
ニ
名
標
」

の
漠
宇

が
あ

て
ら
れ
ま
す

が
、
「
し
め
」

は
も

と
も

と

「
も

め
る
」

と

い
う
意
味

で
す
。

注
違

縄

は
神
が
占

め
る
区
以
を
示
す
縄
振
り

の
標
識
だ

っ

た

の
で
す
。

古
代

の
日
本

人
は
、
新
年

に
は
年
紳

が
訪
れ

て
来

く
人

々
の
暮

ら
し
を
見
守

り
、　
一
年

の
幸

せ
を
約
束

し

て
く
れ
る

と
信
じ

て

い
ま
し
た
。

門

口
の
注
違
飾

り

は
、

年
神

が
滞
在
ヤ

と

い
う

目
中

で

し
た
。

「
セ
五
二
縄
」

と
言

く

の
は
、

左

ね

じ
り

の
縄

に
わ
ら
を

二
本
、

二
本
、

セ

本

の
順

に
垂

ら
し
、

そ

の
間

に
台
紙
を

細
長

く
切

っ
た

「
し

で
」

（
四
手

・垂

・

幣
）

を

下
げ
た

こ
と
か
ら
き

て

い
ま
す
。

ま
た
、

「
注
違
」
は
、

十
回

の
注
違

の

文
字

を
用

い
た
も

の
で
す
。

死
ん
だ

人

の
出
棺
後
、
家

の
入
リ

ロ
に
清

め

の
水

を

注

い
だ
縄

を
違

ね
て
振

っ
た

の
が
注

違

で
、

再
び
死
な

の
霊
魂

が
入
ら
な

い

よ
う

に
す

る
た

め

の
習

俗

で
し
た
。

〕

煙
を
プ
カ
プ
カ
先
祖
を
し
の
ぶ

溝
口
か
ま
ど
神
社
さ
せ
る
祭
り

十
二
月
十
三
日
、
溝
日
の
電
門
神
社

に
古
く
か
ら
伝
わ
る

「さ
せ
る
祭
り
」

が
、
今
年
の
座
元
の
猪
口
千
津
子
さ
ん

（溝
日
南
）
方
で
あ
り
ま
し
た
「

こ
の
祭
り
は
、
戦
国
時
代
、
肥
前
の

龍
造
寺
隆
信
軍
に
溝
口
城
を
焼
き
打
ち

さ
れ
た
城
主
の
山
下
覚
信
ら
が
、
城
の

近
く
の
竹
や
な
に
逃
げ
込
ん
で
、
青
竹

を
切
っ
て
き
せ
る
の
代
わ
り
に
し
て
た

ば
こ
を
吸
っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
猪
口
さ
ん
方
に
は
約
二
十

人
の
氏
子
ら
が
集
ま
り
ま
し
た
。
矢
部

川
の
近
く
の
竹
や
な
か
ら
切
り
出
し
た

長
さ
約
二
十
オン
の
竹
の
き
せ
る
に
、
刻

み
た
ば
こ
を
つ
め
て
、
火
鉢
で
入
を
つ

け
ま
し
た
。
部
屋
は
た
ち
ま
ち
煙
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
氏
子
た
ち
は
、
顔
を

真
赤
に
し
て
む
せ
な
が
ら
、
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
ま
し
た
。

/)

今月は、先月号でお知らせした「高齢者の健康状況」を、くわし

くお知らせします。

全体の37.1蘇の人が「健康上問題がある」と答えています。(調

査対象は、市内の65歳以上の高齢者5,650人 )

、〔身体障害者手張の有無〕645人が  つれて通院の日数も増えています。
身障者手帳を持っており、全体の  〔寝たきりになる原因〕多いもの
11.65を 占めています。      から順にリウマチ。関節炎・神経
〔相談相手〕健康に不安がある時  痛、心臓病、脳卒中、事故・骨折
の相談相手は、家族が56.1宙、病  となっています。
院が3914蘇 となっています。     高齢者の健康状態を全体的に見

〔病気の種類〕今かかっている病  ると、①高齢化するにつれて病気
気は、多いものから順に高血圧、  がちになる ②高齢化するにつれ
心臓病、胃腸病、糖尿病となって  て寝たきりになる可能性が高くな
います。             ることなどが想定されます。

(通院〕5,650人 中3,866人 (685)  このため、ひとりひとりの健康
が通院しており、「月に1日」が43. 管理を徹底する必要があります。

15、「週に 1日 」が18.45、「週に   次回は、介護の必要な高齢者の
2～ 3日 」が10うで、高齢になるに  状況をお知らせします。

高
齢
化
す
る
社
会
の
実
態

。
筑
後
市
の
現
状

一い［齢
者
実
態
調
査
報
と口３

こ
ん
な

こ
と

あ
ん
な

こ
と

く、)
野
町
に
鉱
泉
が
噴
出

十
二
月
四
日
、
野
町
の
田
ん
ば
か
ら

鉱
泉
が
噴
出
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
国
道
二
〇
九
号
線
の
西
側

旧
矢
部
線
跡
地
の
す
ぐ
そ
ば
で
す
。
こ

の
あ
た
り
に
は
以
前
、
鉱
泉
が
わ
い
て
、

そ
れ
を
利
用
し
た
浴
場
も
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
市
が
実
施
し
た

鉱
泉
源
分
布
調
査
で
も
、
土
中
の
炭
酸

濃
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
。そ

こ
で
地
元
の
人
た
ち
が
資
金
を
出

し
合
い
、
「飲
料
水
に
な
れ
ば
」
と
い
う

こ
と
で
、
業
者
に
頼
ん
で
十

一
月
末
か

ら
試
掘
し
て
い
ま
し
た
。

約
四
十
五
所
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
、
「ド

ー
ン
」
と
い
う
音
と
と
も
に
、
高
さ
約

十
所
ま
で
鉱
泉
が
噴
き
上
げ
ま
し
た
。

予
想
を
超
え
る
噴
出
量
に
、
地
元
で

は
、
温
泉
や
観
光
資
源
に
利
用
で
き
な

い
か
と
い
う
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ど消
防
団
と

い
っ
し
ょ
に
も
ち

つ
き

筑
後
二
川
保
育
園

十
二
月
八
日
、
宮
重
の
筑
後
二
川
保

育
園
で
い
も
ち
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

同
園
で
は
、
数
年
前
か
ら
年
末
に
も

ち
つ
き
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

地
元
の
消
防
団
も
参
加
し
て
、
も
ち
つ

き
の
指
導
を
し
ま
し
た
。
ま
た
い
子
ど

も
た
ち
を
消
防
車
に
試
乗
さ
せ
る
な
ど

防
火
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
米
は
全
部
で
十

五
キロ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
消
防
団
の

人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
ペ

ッ
タ
ン
ペ
ッ
タ
ン
と
も
ち
を
つ
疼
ま
し

た
。つ

い
た
も
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
が
み

ん
な
で
仲
良
く
食
べ
た
ほ
か
、
地
元
の

駐
在
所
や
消
防
団
な
ど
、
地
区
の
安
全

を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
に
配
ら

れ
ま
し
た
。1

゛
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12月 18日 1歳半児検診 (保住セ
ンター)で撮影。
希望者には、写真館星。広報統

広 報 ち く ご
平成 5年 1月 1日

―

お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
人
に
多
い
肝
硬
変

―

お

酒

と

肝

圃

の

詔

仕
事
が
う
ま
く
い
け
ば
打
ち
上
げ
に

一
杯
。
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
や
け
酒

で
一
杯
。
忘
年
会
に
新
年
会
と
何
か
と

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
繰
り
返
し
が
長
い
間
続
く
と
、
あ

る
日
突
然
、
病
魔
が
…
。

お
酒
の
量
が
増
え
れ
ば
酷
使
さ
れ
る

の
が

「肝
臓
」
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
性
の
肝
疾
患
に
つ
な
が

る
の
は
三
合
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
、

毎
日
、
少
く
と
も
二
年
以
上
飲
ん
で
い

る
人
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
肝
疾

患
の
中
で
一
番
多
い
の
が
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
硬
変
、
次
に
多
い
の
が
、
ま
だ
肝

硬
変
ま
で
い
っ
て
い
な
い
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
線
維
症
と
い
う
状
態
で
す
。

お
酒
の
消
費
量
が
年
々
増
え
て
い
く

の
と
並
行
し
て
、
肝
硬
変
に
よ
る
死
亡

率
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

常
識

の
ウ
ソ

・
肝
硬
変

は
が
ん
に
な
ら
な

い
？

こ
れ
ま

で
ア

ル

コ
ー

ル
性
肝
硬
変

は

ウ
イ

ル
ス
性

の
肝
硬
変
と
ち

が

い
、
肝

細
胞

が
ん
は

で
き
な

い
と

い
わ
れ

て

い

ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
、

ア

ル

コ
ー

ル
性

の
肝
硬
変

で
も
、

ウ
イ

ル
ス
性
肝

炎

と
同
じ
よ
う

に
肝
細
胞

の
壊
死

が
現

わ
れ
、

そ

の
中

に
は
肝
細
胞

が
ん
が
で

き

て

い
る
、
と

い

っ
た
報
告
も
あ

っ
て

問
題

に
な

っ
て

い
ま
す
。

ア

ル

コ
ー

ル
性
肝
硬
変
だ
か
ら

が
ん

に
は
な

ら
な

い
と
安

心
し

て
は

い
ら
れ

な

い
わ

け

で
す
。

週

に

一
～

三

日

は

休

肝

日

肝
臓

は
寡

黙

で
勤
勉
な
臓
器
と

い
わ

食
事
に
つ
い
て
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を

十
分
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
動

物
性
の
タ
ン
パ
ク
質
、
肉
、
魚
、
貝
類

を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

脂
肪
は
、
動
物
性
脂
肪

一
に
対
し
て

れ
る
よ
う

に
、
九
割

ほ
ど
侵
さ
れ
る
ま

で
正
常

に
機
能
す

る

の
で
、
気
付

い
た

時

に
は
す

で
に
手
遅
れ
と

い
う

こ
と

に

な

り
か
ね
ま

せ
ん
。

日
頃

か
ら
肝
臓
を

守

る
心

が
け

が
大

切

で
す
。

ア

ル

コ
ト

ル
性

肝
疾
患

の
予
防
法

は

・
お
酒

の
量
を
控

え

る

こ
と

（週

に

一

～
三

日
は
休

肝

日
を
）

・
食
事
を
き
ち
ん
と
取

る

こ
と

至

っ
て
単
純
。

こ

の
二
点
を
き
ち
ん
と

守

る

こ
と

で
す
。

ご
飯

が
お

い
し
く
食

べ
ら
れ

る
酒
量

が
目
安

で
す
。

植
物
性
脂
肪
を

一
・
五
く

ら

い
取

る
と

よ

い
と

い
わ
れ

て

い
ま
す
。

食

品

の
バ
ラ

ン
ス
を
と

る
意
味

で

い

ろ

い
ろ
な

野
菜
を
食

べ
る

こ
と
も
大

切

で
す
。

お

酒

は

正

し

く

楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
に
お
い
て

一

日
の
仕
事
の
後
で
飲
む
お
酒
は
、
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
、
疲
れ
を
い
や
し
て
く

れ
る
、
ま
さ
に
百
薬
の
長
で
す
。

ま
た
、
お
酒
は
心
を
開
い
て
話
し
合

え
る
場
を
与
え
て
く
れ
、
人
間
関
係
の

潤
滑
油
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
上
手
に

活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

健
康
面
で
は
、
疲
れ
が
と
れ
熟
睡
で

き
る
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
、
動
脈
硬

化
を
予
防
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
休
肝
日
を
決
め
て

ほ
ど
よ
い
量
を
心
地
よ
く
飲
ん
で
い
れ

ば
、
と
い
う
条
件
の
も
と
。

お
酒
を
毒
に
す
る
の
も
、
薬
に
す
る

の
も
あ
な
た
し
だ
い
で
す
。

タ

ン

パ

ク

質

大

切

な

の

1ま

ヽ

縮源駐働
》i肖化・吸収された栄養素を

生命の維持に必要な物質に

変える

0タ ンパク質の合成

●糖質→グリコーゲン→ブ

ドウ糖→エネルギー源

》ビタミン・ミネラルの貯蔵

補給

》血中のホルモン量の調節

>血液凝固因子の一部やコレ

ステロールを作る

>胆汁を作り、消化・吸収を

助ける

》解毒作用

１
日
～

３
自

筑
後
市
立
病
院

（和
泉

西

ａ

０

７
５
１
と

１０
日
　

田
中
整
形
外
科

（
野
町

奮
〇

５
０
０
０
）

山
崎
医
院

（山
ノ
井
中
台
〇

２

７

５

３
）

‐５

日
　

佐

藤

外

科

（上

町

ａ
０

３

５

８

９
）

築
城
医
院

（赤
坂
ａ
０
７
５

５

５

）

Ｗ
日
　
加
藤
田
整
形
外
科

（上
原
々

奮
０
６
８
１
と

柿
添
医
院

（久
恵
ａ
①
３
５

０

９
）

２４

日
　

松

野

外

科

（停

車

場

ａ
①

４

６

３

４
）

中
島
医
院

（藤
島
ａ
◎
５
６

６

８
）

３‐

日

　

山

上

産

婦

人

科

（上

町

ａ
⑬

５

８

５

５
）

山
方
医
院

（欠
塚
金
②
ｌ
３

５

１

）

久
留
米
広
域
眼
科
在
宅
医

１
日
　
実
吉
眼
科

（久
留
米
市

天
神

町

金
⑫

０
６
０
と

２

日
　

つ
む
ら
眼
科

（久
留
米
市
善

(1(〕 )



広 報 ち く ご

団予防接種

☆三種混合 (ジフテリア・百日咳・破傷風)

・ 19日 (火 )13:30～ 14:30 保健センターで

・ 28日 (木)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者 =生後12カ 月から48カ 月未i前の子。今までに

接種できなかった子は72カ 月未満であれば二

種混合 (ジ フテリア・破傷風)を受けること

ができます。

・ 2期 を受ける子はできるだけ19日 に受けてください

☆ 3期ジフテリア

・ 12日 (火)松原小 。二

'II小・ 14日 (本 )羽犬塚小

・ 20日 (水)筑後小・古川小・水洗小

・ 26日 (火 )筑後北小
。西牟田小

・ 27日 (水)本田小・下妻小・古島小

・ 対象者 =小学校 6年生

・ 時間=13:30～ 14:30 それぞれの小学校で

囲乳児検診 (4カ 月児)

・ 22日 (金 )13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者 =平成 4年 9月 生れの子

・ 当日は小児がん (神経芽細胞腫)の尿検査セットを

渡します。受診できないときは保健管理課まで連絡

してください。

図 1歳半児検診

・ 29日 (金)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者 =平成 3年 6月 生れの子

・ 当日は麻 しん
。MMRの 問診票を渡 します。母子プ

レイの実技やおやつの試食会 もあります。受診でき

ないときは、保健管理課へ連絡 してください。

団 3歳児検診

・ 8日 (金)13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者 =平成元年12月 生れの子

母子手帳 と郵送 したアンケー ト用紙に必要事項を記

入して持つてきてください。

囲育児相談 (9カ 月 。10カ 月児)

・ 21日 (木 )13:30～ 14:30 保健センターで

・ 対象者 =平成 4年 3月 。4月 生れの子

・ 育児についての相談や保育指導をします。

日母親教室

・ 14日 (木)9:00～ 12:30 保健センターで

・ 28日 (木)9:00～ 12:30 保健センターで

・ 初妊婦を対象に妊娠中と産後の生活↓旨導及び新生児

の保育オ旨導をし、母子手帳を渡します。

囲減量数室

・ 5日 (火)9:30～ 12:00 保健センターで

平成 5年 1月 1日

運動療法について

囲糖尿病教室

・ 12日 (火 )保健センターで

9:00～ 12:00 食事指導、「食品交換表の使い方
表 3・ 表 4」、調理実習

13:00～ 15:00 運動指導 (講話と実技)、 ビデオ

(日 常生活の注意)

団リハビリ数室 (バスで送迎します)

・ 毎週水曜日 13:30～ 16:00 保健センターで

ストレッチ体操、棒体操、竹ふみ、手芸など楽しく

リハビリ訓練をします。

団健康相談

・ 毎週水曜日 13:30～ 14:30 総合福祉センター

・ 8日 (金)10:30～ 11:30 馬間田農協出張所
。22日 (金 )10:30～ 11:30 本田コミュニテイセンター

40歳を過ぎたら月に 1度、血圧測定、検尿など健康

チェックをしておきましょう。健康手帳を持って遠

慮なく相談においでください。健康手帳のない人は

会場で発行します。

団2月 は………

・ 2日 (火 )減量教室 9:30～ 12:00保健センター

・ 3日 (水 )リ ハビリ教室13:30～ 16:00保健センター

・ 3日 (水 )健康相談13:30～ 14:30総合福祉センター

・ 5日 (金 )健康相談10:30～ 11:30前津公民館

う

令

)

)

看

護

婦

さ

ん

の

再

就

職

移

動

相

談

福
岡
県
及
び
県
看
護
協
会
で
は
、
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
求
人
求
職
情
報
や
最
新

の
医
療

・
看
護
情
報
の
提
供
な
ど
再
就

業
移
動
相
談
を
行
い
ま
す
。

〔
八
女
会
場
〕
１
月
２９
日
⑥
午
前
９
時

～
午
後
４
時
　
八
女
保
健
所

（八
女
市

本
村
ａ
０
９
４
３
④
４
１
９
７
）

〔久
留
米
会
場
〕
３
月
４
日
い
午
前
９

時
～
午
後
４
時
　
久
留
米
保
健
所

（久

留
米
市
合
川
町
ａ
０
８
３
５
１
）

問
い
合
せ
は
県
看
護
協
会

（ａ
０
９

２
●
７
１
４
●
５
２
０
３
）
へ
。

p

導
寺

町

ａ
＠

３
６
７
８
）

３
日
　
広
瀬
眼
科

（小
郡
市
小
郡

ａ

②

２
７
２
と

１０
日
　
杉

田
眼
科

（久
留
米
市
国
分

町

奮
②

２
０
２
こ

‐５
日
　

冨
田
眼
科

（
八
女
市
本
村

奮

０
９
４
３
④

３
４
５
５
）

‐７
日
　
槙
眼
科

（久
留
米
市
城
南

町

ａ
⑫

４
８
０
７
）

２４
日
　
小
島
眼
科

（久
留
米
市
城
南

町
奮
②
２
０
３
こ

３‐
日
　
は
た
せ
眼
科

（小
郡
市
小
郡

奮
０

１
３
７
７
）

(11)
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倅 プ

/
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市役所への問合わせ

倉 0942-53-4111

サンコアヘの問合せ

a0942-53-2516

広 報 ち く ご平成 5年 1月 1日

期・

キ中

ヤ学

ン生

プの

修学資金等貸付限度額表

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
″

種

別

変

更

届

を

忘

れ

な

い

で

回
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
第
３
号

被
保
険
者
　
ド」主
人
が
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

（第
２
号
被

保
険
者
）
で
、
そ
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
配
偶
者
は
、
第
３
号
被
保
険
者
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
主
人
の
届
出
は
会
社
で
し
ま
す
が
、

奥
さ
ん
の
届
出
は
、
自
分
で
市
役
所
の

年
金
係
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
、
早
目
に
し
て

く
だ
さ
い
。

囲
保
険
料
の
支
払
い
は
　
第
３
号
被
保

険
者
の
保
険
料
は
、
ご
主
人
が
加
入
し

て
い
る
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
が

制
度
全
体
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
本
人

が
負
担
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら

天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
節
日
に
は
忘
れ
ず
に
、
確
実
に
届
出

を
　
第
３
号
被
保
険
者
の
該
当
届
出
を

忘
れ
て
２
年
以
上
経
過
す
る
と
、
そ
れ

以
前
の
期
間
は
保
険
料
未
納
期
間
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
し
た

り
、す
」主
人
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
り
し
た

と
き
に
、
必
要
な
届
出
を
し
て
保
険
料
を

納
め
て
お
か
な
い
と
、最
悪
の
場
合
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
し
て

自
営
業
を
始
め
る
と
き
な
ど
は
、
夫
婦

と
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
１
８
３
）
へ
問

い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

市

民

綱

引

き

大

会

教
育
委
員
会
で
は
、
第
２
回
市
民
綱

引
き
大
会
を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
２
月
２８
日
⑤
午
前
９
時

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
北
中
学
校
体
育
館

〔内
容
〕
選
手
８
人
、
補
欠
２
人
、
監

督
１
人
の
合
計
Ｈ
人
で
チ
ー
ム
編
成
。

選
手
８
人
の
み
で
も
出
場
で
き
る
。

男
子
は
８
人
の
合
計
体
重
六
百
キロ以
内
。

女
子
は
四
百
八
十
キ。以
内
。
１
本
引
き

の
リ
ー
グ
戦
で
行
う
。

〔参
加
資
格
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
て
い
る
１８
歳
以
上
の
人

〔申
込
み
〕
社
会
教
育
課
備
え
付
け
の

申
込
み
用
紙
で
、
２
月
１５
日
⑪
ま
で
に

同
課
へ
申
し
込
む
。
問
い
合
せ
は
同
課

（奮
①
４
１
１
１
内
線
４
３
３
）
へ
。

冬 小市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
週
五
日

制
促
進
事
業
と
し
て
、
冬
期
キ
ャ
ン
プ

を
行
い
ま
す
。

〔と
き
〕
２
月
１３
日
●
午
前
８
時
半
サ

ン
コ
ア
集
合
、
１４
日
働
午
後
３
時
帰
着

〔と
こ
ろ
〕
宮
崎
県
え
び
の
高
原
キ
ャ

ン
プ
場
（気
温
は
水
点
下
に
な
り
ま
す
）

〔対
象
〕
小
学
生

（高
学
年
）
中
学
生

４０
人
。
お
世
話
を
い
た
だ
く
指
導
者
も

募
集
し
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
三
千
円

〔事
前
研
修
〕
１
月
１９
日
∞
午
後
７
時

サ

ン

コ
ア
で

〔
申

込

み
〕

１
月

１４
日
い
ま

で
に
サ

ン

コ
ア

（

①

２
５
１
こ

へ
。

新

春

囲

碁

大

会

市
シ
ル
バ
ー
囲
碁
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

春
囲
碁
大
会
を
開
き
ま
す
。

〔
と
き
〕

１
月

１８
日
①
午
前

９
時

〔
と

こ
ろ
〕
サ

ン
コ
ア
ー
階
和
室

　

　

　

２

〔
参
加
費

〕
千
円
　

　

　

　

　

　

　

　

　

佃

〔
参
加
資
格
〕
市
内

に
住

む

６０
歳
以
上

の
人

〔
申
込

み
〕
当

日
会
場

で
受

付

ま

た
、
同
ク

ラ
ブ

で
は
会
員
を
募
集

し

て

い
ま
す
。
問

い
合

せ
は
福

祉
事
務

所
福
祉
係

（
ａ
０

４
１
１
１
内
線

２
２

２
）

へ
。

日
子

・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

母
子
家
庭
の
子
ど
も
さ
ん
が
、
今

春
進
学
就
職
さ
れ
る
と
き
に
は
、　
つ

ぎ
の
よ
う
な
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
表
の
他
に
も
、
修
業

資
金

（月
額
二
万
三
千
円
）、就
職
支

度

金

（
一
時

金

九

万

円

）
、
自

動

車

運

転

免

許

資

金

全

時

金

二

十

五

万

円

）

な

ど

が
あ

り

ま

す

。

申

し

込

み

や

問

い
合

せ

は

福

祉

事

務

所

福

祉

係

（
金

０

４

１

１

１
内

線

２

２

６
）

へ
。

１

日

４

日

５

日

７

日

８

日

Ｈ

日

‐４

日

・５

日

２‐

日

２５

日

２６

日

２７

日

こ

よ

み

一死
日
一

官
公
庁
仕
事
始
め

熊
野
神
社
追
僻
（つ
い
な
）祭

消
防
出
初
め
式
　
□
七
車

民
生
委
員
会

鏡
開
き

も
ぐ
ら
打
ち
　
□
左
義
長

成
人
の
日
　
□
成
人
式

大
寒
本
田
天
満
宮
開
運
大
祭

文
化
財
防
火
デ
ー

農
業
委
員
会

学 校 種 別
修学資金

(月額)

就学支度資金

(一時金)

高 等 学 校

専修学校(高等課程)

国公立
円

12,000
甲

65,000

私 立 24,000 210,000

高 等 専 門 学 校

回公立 151000 65,000

私 立 26,000 210,000

短 期 大 学

専修学校 (専門課程)

国公立 32,000 290,000

私 立 40,000 350,000

大 学

国公立 32,000 290,000

私 立 41,000 350,000

専修学校 (一般課程)
国公立
私 立

23,000

就学支度資金については、自宅外は10,000円加算b
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居桑
若市

募屋
集宅

ふ高

れ齢

あ者

いの

旅一

行泊

広 報 ち く ご

福
祉
事
務
所
で
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
と
ふ
れ
あ
い
の
た
め
に
、

一
泊
旅
行
を
行
い
ま
す
。

〔と
き
〕
２
月
２
日
∞
～
３
日
ｍ

〔行
き
先
、
内
容
〕
赤
水
温
泉

（阿
蘇

白
雲
山
荘
）、吉
本
興
業
お
笑
い
寄
席
、

笑
福
亭
仁
鶴
ら
に
よ
る
落
語
や
漫
才

〔対
象
〕
市
内
に
住
む
、
７５
歳
以
上
の

体
の
弱
い
１
人
暮
ら
し
の
人
と
、
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〔定
員
〕
高
齢
者
７。
人
、
介
助
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
・５
人

〔費
用
〕
１
人
千
円

（介
助
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
無
料
）

〔申
込
み
、
問
合
せ
〕
福
祉
事
務
所
福

祉
係

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
２
２
２
）

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
の

初

級

英

会

話

教

室

サ
ン
コ
ア
で
は
、
英
語
指
導
助
手
の

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん

（昨
年
の
広
報
ち

く
ご
１０
月
１
日
号
で
紹
介
）
を
講
師
に

招
い
て
英
会
話
教
室
を
行
い
ま
す
。

初
歩
的
な
日
常
会
話
で
、
楽
し
い
国

際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

〔と
き
〕
１
月
１９
日
か
ら
。
毎
週
火
曜

日
午
後
７
時
～
８
時
半
。
合
計
１０
回
。

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

〔講
師
〕
ア
ン
ド
リ
ュ
ｌ
ｏ
モ
ン
ク
リ

フ
さ
ん

（イ
ギ
リ
ス
）

〔受
講
料
〕
二
千
円
。
こ
の
ほ
か
、
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

)

〔申
込
み
。
問
合
せ
〕
サ
ン
コ
ア

（ａ

０
２
５
１
６
）
定
員
２５
人
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

入 空都
市
対
策
課
で
は
、
市
営
住
宅
の
空

き
家
住
宅
に
つ
い
て
、　
つ
ぎ
の
と
お
り

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔募
集
住
宅

・
家
賃
〕

▽
高
銭
野
団
地

（熊
野
）
１
種
２
Ｄ
Ｋ

数
戸
、
九
千
円
ヽ
一
万
三
千
円

▽
常
用
団
地

（常
用
東
）
２
種
３
Ｄ
Ｋ

数
戸
、　
一
万
六
千
五
百
円
～
二
万
三
千

円〔申
込
み
〕
１
月
５
日
∞
～
１８
日
の
ま

で
に
、
都
市
対
策
課
ヘ

〔入
居
資
格
〕
①
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
務
し
て
い
る
人
　
②
同
居
親
族
が

あ
る
人
。
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
新
築
の
久
富
団
地
に
つ
い
て

は
、
「広
報
ち
く
ご
２
月
号
」
で
案
内
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
市
対
策
課
建
築
係

（金
０
４
１
１
１
内
線
２
３
３
）
へ
。

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

カ
レ
ッ
ジ
入
学
試
験

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ツ
ジ
で

は
、
平
成
５
年
度
の
入
学
試
験
を
行
い

ま
す
。

〔願
書
申
込
〕
▽
第
１
期
試
験
１
月
Ｈ

日
～
２５
日
▽
第
２
期
試
験
２
月
１５
日
～

３
月
１５
日

〔試
験
日
〕
▽
第
１
期
試
験
１
月
３。
日
ω

▽
第
２
期
試
験
３
月
２０
日
⑪

〔受
付
方
法
〕
持
参
ま
た
は
郵
送

〔募
集
定
員
〕
全
日
制

（２
年
制
）
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
科
５。
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

科
５０
人

〔出
願
資
格
〕
高
校
卒
業
者

（今
春
卒

業
見
込
者
）、大
学
検
定
合
格
者
な
ど
高

校
卒
業
と
同
等
以
上
の
人

〔募
集
要
項
申
込
み
と
願
書
送
付
先
〕

〒
８３０
久
留
米
市
南
町
４
０
１
番
地
、
久

留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ツ
ジ
総
務
部

（ａ
⑫
３
３
１
１
）

店

の

設

備

ご

利

用

く

環
境
衛
生
金
融
公
庫
で
は
、
環
境
衛

生
営
業
関
係
の
み
な
さ
ん
に
、
設
備
資

金
を
低
利

・
長
期
で
融
資
し
て
い
ま
す
。

〔対
象
と
な
る
業
種
〕
飲
食
、
理
容
、

美
容
、
旅
館
、
ク
リ
ー
エ
ン
グ
な
ど
の

環
境
衛
生
営
業
関
係
の
人

〔対
象
と
な
る
設
備
資
金
〕
前
記
の
人

が
、
衛
生
面
の
向
上
や
経
営
の
近
代
化

の
た
め
に
、
店
の
新

・
増

。
改
築
や
器

具

。
備
品
を
購
入
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
資
金

ま
た
、
厚
生
大
臣
か
ら
振
興
計
画
の

認
定
を
受
け
た
環
境
衛
生
同
業
組
合
の

組
合
員
に
、
運
転
資
金
の
融
資
を
し
て

い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
側
福
岡
県
環
境
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

（ａ
０
９
２
●
６

５
１
・
５
１
１
５
）
へ
。

う

ヽ

)

・サ

だ投

さ資

い とこ

J

高
節
化
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「愛

・
老
い

。
支
え
あ
い
」

福
祉
事
務
所
で
は
、
高
齢
化
社
会

へ
向
け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「愛

。

老
い
。
支
え
あ
い
」
を
開
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
「老

い
」
に
つ
い
て
考
え
、
「愛
」
と
「支
え

あ
い
」
を
育
て
て
い
く
た
め
に
開
く

も
の
で
す
。

〔
と
き
〕
１
月
３。
日
０
年
後
１
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
軽
運
動
室

〔内
容
〕
基
調
講
演

「老
い
を
み
つ

め
て
」
キ
ャ
ス
タ
ー
の
豊
原
ミ
ツ
子

さ
ん
。
パ
ネ
ル
討
論
会

「豊
か
な
老

い
を
求
め
て
」
　
　
　
　
　
，

入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
問
い
合
せ
は
福
祉
事
務

所

（ａ
０
４
１
１
１
内
線
２
２
２
）

へ
。

囲心配ごと相談

囲人 権 相 談

圏消費生活相談

囲行 政 相 談

囲社会保険相談

団 ,肖 費 相 談

団「`いの病」相談

団家庭児童相談

毎週木曜日 9時 ～15時
13日 (水) 10時 ～15時

20日 (水) 13時～15時

21日 (木) 9時 ～15時
25日 (月 ) 10時～15時

毎週火・水・金曜日

21日 (木) 13時 ～15時

毎週月・水・木曜日

総合福祉センター

サンコア

サンコア

総合福祉センター

商工会議所

商工観光課

総合福祉センター

市福祉事務所

市 (県)民税

第4期 B
ρ

1

国民健康保険税

第7期

親

(1(3)
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編

ん

□
れ

団

①

さ

史市
船
小
屋
の
西
、
津
島
の
矢
部
川
沿
い
に
、
「船

小
屋
競
馬
場
」
が
あ
り
ま
し
た
。
一
周
は
千
房
、

砂
地
の
走
路
で
、
車
競
馬
場
と
し
て
は
と
て
も

整
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
方
は
、
明
治
後
期
か
ら
特
に
馬
耕
の

た
め
馬
の
飼
育
が
普
及
し
て
い
ま
し
た
。

羽
犬
塚
家
畜
市
場

（明
治
四
十
四
年
、
山
ノ

井
の
現
と
蓄
場
南
側
に
設
け
ら
れ
、
昭
和
七
年

羽
大
塚
上
町
へ
移
転
）
で
生
後
六
月

ｏ
一
年
の

馬
を
求
め
、
農
耕
に
利
用
し
な
が
ら
調
教
を
加

啜
監
し
腔
〆
そ
し
て
四
、
五
歳
に
な
る
と
、
種

牡
馬
や
軌
馬
（車
を
引
く
馬
）
、
ま
た
は
農
耕
馬

と
し
て
、
田
畑
を
深
く
耕
す
慣
行
の
あ
る
筑
前

へ
売
り
渡
す
と
い
う
、
い
わ
ば
副
業
を
兼
ね
た

育
成
方
法
が
盛
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
全
国
に
名
の
知
れ
た
馬
の
育
成

地
と
な
り
、
大
正
末
期
に
は
、
九
州
唯

一
の
農

林
省
種
牡
馬
購
買
場
に
も
な

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
次
第
に
軍
馬
育
成
地
に
も
な
り
、
軍

馬
購
買
会
が
例
年
開
か
れ
ま
し
た
。

馬
の
育
成
と
船
小
屋
競
馬
場

|〔児童向き〕 ○佐野久子「早

1 春」 ○スウェイン「t讃 くはジ

| ョナサンエイズなの」 ○石浜
| みかる「あの戦争のなかにはく

| もいた」 ○あまんきみこ「あ
| のねかずくんはいしゃさんはこ

| わくない」 ○福田岩締「はじ

| めてのかていほうもん」 O学
1 習研究社「ジュニアクッキング

1 企集」 ○ケルナー「一九九九
1 年に生まれて」

| く一般向き〉 ○リプリー「ス

| カーレット」 ○落合恵子「あ
| なたの庭では遊ばない」 ○松
1 永義弘「葉遺」 ○津村喬「白

1 然流乾物読本」 ○相田洋「電
1 子立同日本の白叙伝 党結」
| ○福岡政行「手にとるように政

1 治のことがわかる本」 ○バロ

| ウズ「 トルネイド・アレイ」

| ○中 li健次「軽蔑」 O司 J馬遼
1 太郎「草原の記」 ○瀬戸内寂
1 聴「愛のまわりに」

|〔閉館日〕 1日 ～4日 ・H日・
1 15日 ・ 17日 。18日・ 25日

| ※1/26～ 2/1ま で、蔵書点検の

|  ため閉館 します。

大
二
十
二
年
に
は
、
馬
の
資
質
向
上
を
目
的

に
競
馬
法
が
で
き
、
小
倉
や
宮
崎
で
公
認
競
馬

が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
県
畜
産
組
合
連
合

会
に
よ
る
許
可
競
馬
が
各
地
で
開
か
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
農
家
は
軽
種
馬
（サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
・

ア
ラ
ブ
種
）
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
競
馬
会
の
買
い
上
げ
や
、

地
方
競
馬
に
出
走
す
る
こ
と
に
よ
る
賞
金
が
期

待
で
き
る
か
ら
で
す
。

船
小
屋
競
馬
場
は
、
競
走
馬
や
軍
馬
の
育
成

の
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
農
閑
期
の
楽

し
み
に
農
耕
馬
を
走
ら
せ
る
革
競
馬
に
も
利
用

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
競
馬
場
は
、
大
薮
又

一
氏

（北
長
田
）

が
、
津
島
区
か
ら

一
町
二
反
余
を
借
り
て
、
昭

和
十

一
年
に
設
け
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、

「軍
用
候
補
馬
の
資
質
向
上
に
関
す
る
実
施
要

領
」
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本
田
村
で
は

船
小
屋
競
馬
場
を

「水
田
村
馬
鍛
練
場
」
と
し

て
継
承
設
置
し
ま
し
た
。

軍
用
見
込
馬
の
鍛
練
に
は
、
各
集
落
内
の
四

歳
以
上
の
馬
二
十
頭
を

一
単
位
と
し
て
指
導
者

が
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
毎
月
二
回
、
馬
場

運
動
、
乗
下
馬
、
歩
行
変
換
か
ら
路
上
騎
乗
、

前
駆
後
駆
集
合
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
ま
た
走
る
こ
と
に
も
熱
心
で
、
早

朝
四
時
頃
か
ら
各
地
区
の
馬
が
集
ま
り
、
東
の

空
が
自
む
な
か
を
砂
煙
を
上
げ
て
疾
走
し
て
い

ま
し
た
。

草
競
馬
の
う
ち
盛
大
な
催
し
は
、
三
郡
愛
馬

会

（八
女
、
三
渚
、
山
門
郡
）
が
主
催
す
る
エ

月
競
馬
で
し
た
。
馬
券
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
庭
児
島
県
や
宮
崎
県
の
馬
の
産
地
な
ど
の

寄
付
で
、
入
賞
馬
に
は
賞
品
が
出
ま
し
た
。

一
レ
ー
ス
は
普
通
千
六
百
肝
、　
一
日
に
十
九

レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
観
客
は
矢
部
川
の
上
手
か

ら
歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。

出
走
す
る
馬
は
北
海
道
産
が
三
割
、
他
は
九

州
南
部
産
で
し
た
。
馬
主
も
騎
手
も
地
元
の
農

家
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
馬
に
は
名
馬
の
よ
う
な
名

前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〔資
料
〕
北
長
田
大
敷

一
雄
氏
の
御
教
示
の
他
、

本
田
、
羽
犬
塚
議
会
録
、
本
田
郷
土
史
料

〔準
優
勝
〕
鶴
田
治
男
（長
浜
）
　

〔第

二
位
〕
立
山
千
代
子
全

条
）

囮
第
２‐
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
優
勝
者

（１２
月

６
日
・
筑
後
北
中
学
校
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
＝
石
井
豊
城

。
中
嶋
勝
利

（八

女
市
）
　

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
＝
森
山
茂

・
蒲
池
和

孝

（西
牟
田
ク
ラ
ブ
）
　

▽
女
子
グ
ブ
ル
ス
＝
山
下

徳
子
・
田
島
芳
江

（水
田
ク
ラ
ブ
）
　

▽
混
合
グ
ブ

ル
ス
＝
徳
永
欣
也

・
染
矢
美
智
子

（本
田
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
＝
諸
藤
敏
夫

（ア
ポ
ロ
ク
ラ

ブ
）
　

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
＝
坂
田
智
宏

（水
洗

ク
ラ
ブ
）

圃
第
２７
回
筑
後
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
成
績

（Ｈ

月
８
日
・
・５
日
・
窓
ケ
原
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）

〔優
勝
〕
１
部
＝

一
条
、
２
部
＝
鶴
田
ク
ラ
ブ

〔準
優
勝
〕
１
部
＝
長
浜
Ａ
、
２
部
＝
長
浜
Ｂ

囲
第
１９
回
筑
後
地
区
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

（Ｈ
月
２３
日
・筑
後
北
中
ほ
か
、市
内
関
係
分
）

〔優
勝
〕
３
組
＝
筑
後
シ
ス
タ
ー
ズ
　

〔準
優
勝
〕

６
組
＝
羽
犬
塚
、
１２
組
＝
久
富
ク
ラ
ブ

□
印
刷

　

抑
　
ヒ

編
集
　
総
務
舘
企
画
課

こ
の
広
報
は
　
再
生
紙
を
伊
角
し
て
い
ま
す
。

ヨ
発
行
　
福
岡
県
筑
後
市
役
所

ガ
　

ンヽ
　
印
　
刷

Ｂ
Э
４
１
１
１

11月の人の動き
人 口 44,289人 (-4)
男  21,147人 (-1)
女  23,142人 (-3)
世帯数 12,496戸 (+6)

11月 の交通事故
発生件数 28件 (238件 )
負傷者数 36人 (285人 )
死亡者数  1人 ( 3人 )
※()内は1月 ～H月 までの累計です。

(14)


